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世
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度
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叫
凶
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十
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制
の
一
進
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と
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制
度
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H

埋ま
T
2
崎

肝

東
洋
に
が
、
け
る
資
本
主
義
精
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の
快
如
:
:
理
済
事
士
島
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完
全
競
争
と
外
園
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貸

幣

と

金

第
四
十
九
巻

七
八
四

第
五
披

O 

リ
カ
ア
ド
ウ
貨
幣
理
論
の

岸
田
幸
工
工
芯
過
ご

arz正
干

'
t」
E
O
i
v
v

有

井

治

普
通
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
如
ぐ
、

リ
カ
ア
ド
ウ
は
一
般
債
佑
論

に
就
い
寸
は
、

ス
ミ

1
k承
継
し
て
由
民
刑
務
働
生
町
一
費
訴
を
鰍

底
せ
し
め
た
。
と
と
ろ
が
貨
幣
の
僚
値
理
論
に
於
い
て
は
、

方
に
貨
幣
の
慣
値
は
之
を
構
成
す
る
素
材
を
生
産
す
る
に
必
要

左
持
働
量
に
依
っ
て
定
ま
る
と
な
し
、
他
方
貨
幣
の
流
通
数
量

てに
ゐ依
る11つ
、 て

決
定
さ
7.1-
る
と
ν、
E人

彼
は
明
ら
由通

}亡

矛
盾
tこ
陥
つ

と
い
ふ
解
媒
が
あ
る
。

此
黙
に
闘
し
、
り
カ
ア
ド
ウ
は
数
量
一
読
の
週
間
を
、
不
挨
紙
幣

と
園
』
援
が
強
行
様
を
狗
占
す
る
陵
質
貨
幣
と
の
み
に
限
定
し
、

完
全
友
金
属
貨
幣
や
4
1
換
紙
幣
に
迄
は
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
さ

れ
、
ま
た
リ
カ
ア
ド
ウ
は
、
金
銀
の
生
産
が
各
人
の
任
意
に
委

ね
ら
れ
る
自
由
制
度
の
下
に
於
い
て
は
、
貨
幣
の
債
値
は
他
の

商
品
の
債
値
と
同
じ
〈
、
そ
の
素
材
を
生
産
す
る
に
必
要
た
努

a. a. O. S. 173-5. 
Laughlin， J. L.， The Principles of Money， 1903， p. 240; Diehl， K.， Soziafl 
wlssenschaftliche Edauterungen zu Ricardos GrUndl.ritzen der Volkswirtschat-
und Be:steuerung， I伊"5， II. Bd.， S. 224; W~Lgem肌n， E.， Allgemeine Geld-
lehre， 1923， .S. 135 
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働
量
に
従
っ
て
定
ま
る
が
、
金
銀
の
生
産
が
岡
家
の
濁
占
に
属

し
、
又
は
統
制
に
服
す
る
場
合
に
は
、
後
行
邸
ち
供
給
と
需
要

と
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
と
考
へ
わ
と
説
明
さ
れ
る
。

併
し
此
事
は
リ
カ
ア
ド
ウ
が
明
言
す
る
と
と
ろ
で
は
な
い
。

従
っ
て
斯
る
解
様
は
、

リ
カ
ア
ド
ウ
の
弊
働
慣
値
設
か
ら
出
愛

し
て
、
湖
特
の
努
働
慣
値
説
を
樹
立
せ
る
7

ル
ク
ス
が
、
『
流

通
ず
る
金
の
数
量
は
商
品
の
憤
権
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
が
、

流
通
す
る
紙
幣
の
例
制
は
、
人
公
く
そ
れ
自
身
の
数
量
に
依
っ
て

4
 

定
ま
る
』
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
マ
ル
ク
ス

K
針
し

て
受
営
す
る
も
の
と
思
ふ
。
而
も
?
ル
ク
ス
自
身
は
銀
行
主
義

(
国
自
主
ロ
問

PEn--o)
者
で
あ
る
、

Iヨ

『
涜
遇
速
度
が
前
提
き
る
れ
ば
、
涜
遁
手
段
白
数
量
は
単
純
に
商
品
白

債
格
に
依
つ
で
定
主
る
。
従
っ
て
債
格
が
高
〈
或
は
低
い
の
は
、
湿
貨

の
敷
量
が
多
〈
或
は
少
い
か
ら
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
通
貨
の
敷
量
白

多
〈
或
は
少
い
の
は
、
債
格
が
高
〈
或
は
低
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は

最
も
重
要
な
経
済
法
則
の
一
ワ
で
あ
っ
て
、
リ
カ
ア
ド
ウ
以
後
の
英
国

経
済
畢
の
唯
一
の
款
績
は
、
恐
ら
〈
は
物
債
史
に
依
っ
て
、
こ
の
謹
明
を

詳
細
に
し
た
事
で
あ
ら
う
。
』

然
ら
ば
り
カ
ア
ド
ウ
は
矛
盾
に
陥
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う

p
b
ア

r
ウ
貨
幣
理
論
白
解
樟
に
就
い
て

か
、
私
は
昭
和
四
年
三
月
に
突
の
如
き
解
剖
搾
を
施
し
た
。

要
す
る
に
リ
カ
ア
ド
ウ
は
其
の
勢
働
費
用
慣
値
荷
よ

mvm愛
L
て、

硬
貨
の
生
産
費
会
一
奥
へ
ら
れ
た
る
一
定
の
も
の
と
な
し
、
素
材
傾
値
に

基
づ
〈
貨
幣
の
慣
値
を
論
じ
た
。
然
る
に
貸
幡
市
敢
量
一
設
を
採
用
し
、
貨

幣
の
情
債
が
其
の
数
量
に
よ
っ
て
定
宝
る
主
な
す
に
及
ん
で
、
其
の
立

論
と
背
馳
す
る
に
至
H
、
特
に
紙
幣
の
債
値
を
論
ず
る
に
際
し
で
は
、

生
産
費
の
何
た
る
宇
に
脅
し
品
、
錦
誼
料
な
る
特
別
の
生
産
費
を
案
出

す
る
の
止
む
を
得
ざ
る
事
と
な
っ
た
。
而
も
前
越
の
如
く
そ
の
論
惑
は

翠
ろ
最
初
の
出
資
熱
た
る
究
惜
倒
催
を
離
れ
、
職
能
債
値
に
印
ナ
る
名

目
摂
枕
円
相
心
様
在
認
す
品
に
去
っ
士
の
で
あ
る
。
故
に
『
趨
貨
帥
全
部

低
粧
市
島
ら
、
而
も
そ
れ
が
代
用
す
る
害
の
金
と
均
し
い
情
値
を
有
ナ
る

紙
幣
か
ら
成
立
つ
場
合
に
、
最
も
完
全
な
る
扶
態
に
あ
る
』
の
で
あ
る
。

以
上
私
は
・
リ
カ
ア
ド
ウ
の
貨
幣
理
論
を
一
部
し
、
彼
の
貨
幣
論
に

於
け
る
一
般
的
立
論
或
は
終
局
的
な
結
論
は
、
地
金
主
義
よ
り
は
寧
ろ

名
目
主
義
を
採
p
、
殊
に
貨
幣
凶
定
準
設
に
近
き
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る

こ
と
を
明
に

L
得
た
と
信
ず
る
。

翌
昭
和
五
年
一
月
、
橋
爪
教
授
が
『
成
立
の
過
程
は
如
何
様

に
も
あ
れ
、
彼
が
一
度
成
立
し
た
数
量
訟
を
、
不
換
紙
幣
や
口
問

質
劣
悪
な
る
銭
貨
に
針
す
る
と
同
じ
く
、

一
般
の
金
属
貨
幣
や

党
換
(
紙
融
市
}
に
も
受
賞
せ
し
め
た
と
と
は
、
疑
ふ
徐
地
が
存
し

な
い
』
と
云
は
れ
た
の
に
力
を
得
て
、
私
は
昭
和
七
年
十
一
月

第
四
十
九
巻

第
五
披

七
八
五

Wagncr， A.， 
S. 62. 
Gonnard， R.， llistoires des doctorines， rno刷、tai.res，IIfl T.， 1916， p. 295. 
~arx， K.， Kritik der politi.schen OekonomiαJ herau~g.. v. K. Ka.utsky， 19叫，
S. II4・ 5) Marx， a. a. O.~ S咽 97

Geld-und Kr巴dittheorit~ der PeeJschen Bankakte，孟862，Die 2) 

3) 

4) 



9
カ
ア

y
ウ
貨
幣
理
論
の
解
醐
帽
に
就
い
て

に
は
次
の
如
〈
に
書
い
た
。

:
・
彼
に
於
い
て
は
、
素
材
慣
佐
に
基
づ
〈
慣
値
の
尺
度
と
し
て
白

貨
幣
な
る
思
想
と
、
職
能
債
値
に
某
づ
く
交
換
手
段
又
は
支
抑
手
段
と

t
て
の
貨
幣
な
畠
思
想
と
が
、
概
念
的
に
区
別
さ
れ
て
ゐ
る
・
-
就

中
、
前
の
思
想
は
主
と

L
て
硬
貨
の
債
値
論
に
表
は
れ
、
後
の
思
想
は

祇
幣
債
値
諭
に
現
は
れ
て
ゐ
る
が
、
迭
に
は
後
の
忠
想
を
以
っ
て
、
金

紙
の
渇
貨
全
世
を
一
貫
せ
し
む
る
と
こ
ろ
に
、
リ
カ
ア
ド
ウ
特
有
の
数

量
詑
が
樹
立
さ
れ
て
ゐ
ス
円
。

.出圃則

開1・・""

私
に
と
っ
て
極
め
て
布
盆
な
興
味
あ
る
諭
交
が
、
最
近
増
井

教
授
に
よ
っ
て
設
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
リ
カ
ル
ド
オ
貨
幣
狸

論
の
一
考
察
』
と
趨
し
、
坂
西
由
蔵
博
士
還
腐
刷
賀
論
集
『
経

消
息
ア
経
済
史
の
諸
問
題
』
の
中
に
牧
録
さ
れ
て
あ
る
。
教
授
の

結
論
は
「
ゆ
え
に
リ
カ
ル
ド
オ
の
貨
幣
本
質
槻
は
貨
幣
商
品
準

設
で
あ
り
、
そ
の
貨
幣
慣
伯
蜘
は
峨
能
債
値
設
で
あ
私
』
と
い

ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
忍
ふ
。

教
授
が
リ
カ
ア
ド
ウ
の
貨
幣
債
値
観
は
峨
能
債
値
設
で
る
る

と
さ
れ
る
黙
は
会
〈
同
感
で
あ
る
が
、
彼
の
貨
幣
本
質
視
が
貨

幣
商
品
皐
設
で
る
る
と
す
れ
ば
、

リ
カ
ア

F
ウ
の
貨
幣
に
闘
す

~ 

‘ 

第
四
十
九
巻

七
八
六

第
五
親

る
本
質
視
と
阿
国
値
観
と
は
、
如
何
に
結
合
さ
れ
安
常
せ
し
め
ら

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
同
考
は
『
矛
盾
』
浅
は
「
遊
離
」
せ

'
な
い
で
あ
ら
う
か
。

私
は
貨
幣
商
品
説
を
以
一
っ
て
、
最
も
根
本
的
左
貨
幣
現
象
は

貨
幣
の
債
値
現
象
な
り
と
観
る
所
か
ら
、
貨
幣
構
成
の
資
関
的

素
材
に
共
の
本
貨
を
求
め
む
と
す
る
貨
幣
皐
設
を
い
ひ
、
貨
幣

同
情
成
の
素
材
が
慨
れ
い
水
く
金
属
た
り
し
闘
係
か
ら
、
貨
幣
市
川
口
問

設
は
事
賃
上
貨
幣
の
阿
川
純
論
に
於
付
る
金
属
製
派

(
F
E
E
S
)

に
一
致
す
る
と
解
す
る
。
表
し
私
の
此
の
貨
幣
商
品
事
読
の
現

解
に
設
な
し
と
し
、
ま
た
既
に
湛
ぺ
た
る
が
如
〈
、

リ
カ
ア
ド

ウ
の
貨
幣
論
に
於
け
る
一
般
的
立
論
或
は
終
桜
的
左
結
論
が
、

地
金
主
義
よ
り
は
寧
ろ
名
目
主
義
を
採
り
も
殊
に
貨
幣
闘
定
曲
目
平

試
に
近
き
も
の
と
た
っ
て
ゐ
る
、

と
い
ふ
私
の
解
樺
に
可
決
な
し

と
す
れ
ば
、
彼
の
貨
幣
本
質
凱
が
貨
幣
商
品
説
で
、
そ
の
貨
幣

債
値
論
が
職
能
債
値
設
で
あ
る
、

矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。

と
解
す
る
と
と
は
明
ら
か
に

間
よ
り
私
が
貨
幣
の
本
質
と
い
ふ
の
は
、
貨
幣
を
し
て
貨
幣

た
ら
し
め
て
ゐ
る
も
の
、
換
一
三
一
目
す
れ
ば
夫
れ
友
く
し
て
貨
幣
た

• 

‘F 

拙稿、通貨主義と Y:IJ - t.の貨幣論、経済論叢28i詮3器量、 132:""--133頁。
橋爪明男、貨体論、 278頁。同設、 Rist...Ch.， 1-1山 li.csde::> doctoiIne!S relative 
au credit et 込 la monnaie， 1938， p. 12.5-13~~.; 反すれ Angell， J. W.， The 
Theory of ] nternationnl Prices， 1926， p・59-6"，

拙稿、英関正統事訳の3苦情数量設、神戸高耐「例究と主主料」第二競6頁。
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f号
左
u、
性
質

高
田
博
一b
(D 

工工
は:
才L
る

""" 貨
幣
性"、'b.:. . -， 

で
あ
っ

て
.
か
L

る
本
質
を
具
備
す
る
「
物
そ
れ
白
開
』
(
豆
諸

E
Z
F
)

を
指
得
す
る
の
で
は
な
い
円
。
従
っ
て
リ
カ
ア
ド
ウ
の
貨
幣
本
質

矧
が
貨
幣
商
品
説
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
は
、
彼
の
考
へ
る
本
質

が
、
或
る
志
向
口
聞
に
具
現
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。

戎
る
商
品
そ
の
物
が
貨
幣
た
る
の
寸
は
な
く
、
或
る
商
品
を
し

て
貨
幣
た
ら
し
め
る
性
質
が

貨
幣
の
本
質
で
あ
る
と
考
へ

る
。
と
こ
ん
が
数
段
は
一

J

し
か
[
リ
均
ル
ド
オ
は
決
し
て
拍
烈

的
た
る
貨
幣
職
能
そ
の
も
の
を
貨
幣
と
見
た
の
で
は
友
い
。
彼

は
こ
の
職
能
を
荷
な
ふ
具
鴨
的
な
る
流
通
千
段
(
商
品
)
を
貨
幣

と
考
へ
て
ゐ
か
』
と
え
は
れ
る
。
然
ら
ば
リ
カ
ア
ド
ウ
の
貨
幣

の
本
質
の
解
棒
と
、
私
の
解
す
る
と
こ
ろ
が
組
臨
す
る
と
と
の

震
に
、
私
の
疑
問
が
残
生
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
併
し
リ
カ
ア

ド
ウ
が
貨
幣
の
本
質
の
意
味
を
、
如
何
に
解
制
伸
し
て
ぬ
た
か
は

知
る
尚
も
-
泣
い
。

と
す
れ
ば
、
教
授
の
リ
カ
ア
ド
ウ
が
貨
幣
の

本
質
と
解
禅
し
た
と
解
せ
ら
れ
る
と
と
ろ
と
、
私
の
解
す
る
と

と
ろ
と
が
、
合
致
せ
ぬ
潟
に
疑
問
が
生
や
る
の
で
あ
ら
う
か
。

進
み
て
云
へ
ば
、
教
授
も
記
さ
れ
た
や
う
に
「
も
と
上
り
リ

リ
カ
ア

r
ウ
貨
幣
理
論
の
解
穆
に
就
い
て

カ
ル

F
オ
に
た
い
て
は
、
今
日
わ
れ

f
kが
考
へ
る
や
う
友

個
の
統
一
あ
る
貨
幣
築
設
の
慢
系
は
覗
ひ
得
-
な
い
の
で
は
あ
る

カ玉、

一
肢
は
、
間
値
目
ハ
度
ゐ
よ
ぴ
交
換
媒
介

ω(
一
つ
を
認

め
て
ゐ
る
も
の
t
h

ゃ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
コ
つ
の
貨
幣

職
能
の
う
ち
、

は
た
し
て
い
づ
れ
を
京
要
胡
し
た
が
は
容
易
に

判
定
す
ペ
ム
F
d

的
確
た
る
言
葉
hr
一
見
友
い
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
〈

は
、
る
る
時
は
債
依
尺
度
貨
幣
を
問
団
と
し
、
ま
た
他
の
時
は

斗

交
換
媒
介
貨
幣
を
間
四
一
J

し
た
の
?
あ
ら
川
o
h

し
か
し
数
夜
の
詳
細
在
る
引
川
に
よ
っ
て
↓
慣
値
尺
度
た
る

貨
幣
が
草
川
腕
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
一
態
解
す
べ
き
で
あ
ム
』
が
、

『
し
か
し
殿
容
に
い
へ
ぽ
、

と
の
場
合
と
い
へ
ど
も
、
貨
幣
は

決
し
で
完
全
な
ろ
意
味
に
ゐ
い
で
債
依
尺
度
た
る
職
能
を
来
し

て
ゐ
る
諜
で
は
友
同
』
と
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

『
さ
れ
ば
リ

カ
ル

F
オ
に
た
い
て
、
貨
幣
の
峨
能
の
一
つ
と
し
て
、
た
と
へ

「
債
値
尺
度
」
友
る
言
葉
が
使
は
れ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

む
し
ろ
便
宜
の
た
め
の
用
語
に
過
ぎ
左
同
:
』
し
か
の
み
友

ら
や
彼
は
「
貨
幣
に
劃
し
て
債
値
目
ハ
度
た
る
職
能
を
明
か
に
拒

否
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
」
『
し
か
る
に
、
リ
カ
ル
ド
オ
は
他
面

第
四
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九
巻

第
五
鋭

七
凡
七
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リ
カ
ア

γ
ウ
貨
幣
理
論
の
解
轄
に
就
い
て

に
お
い
て
:
・
:
明
ら
か
に
交
換
媒
介
手
段
た
る
貨
幣
が
問
題
と

せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
解
す
べ
き
で
る
ら
う
。
』
故
に
教
授
は
『
リ
カ

ル
F
オ
の
貨
幣
本
質
刑
制
は
貨
幣
商
品
製
訟
で
あ
り
、
そ
の
貨
幣

債
値
翻
は
峨
能
債
値
設
で
あ
る
。

そ
し
て
氏
が
重
腕
し
た
貨
幣

職
能
は
交
換
媒
介
物
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
』
と
結
論
さ
れ
る
υ

然
ら
ば
川
市
し
で
、
リ
カ
ア
ド
ウ
の
貨
幣
本
質
蜘
慨
が
商
品
説
で
あ

る
、
と
併
し
℃
仏
法
交
な
い
で
あ
ら
う
か
D

等
九
一
被
が
側
、
値
論
に

於
い
て
職
能
訴
を
採
る
如
〈
、
本
質
論
に
於
い
て
も
峨
能
説
的

見
解
を
持
し
た
と
い
ひ
得
友
い
で
あ
ら
う
か
。
殊
に
彼
の
骨
刷
替

理
論
の
根
本
的
立
揚
が
、
大
曜
に
於
い
て
購
買
力
卒
償
説
と
見

と
す
る
考
へ
方
か
ら
す
れ
ば
此
感
が
倫
更
に
深

て
支
障
友
し
、

ぃ
。
私
が
、
『
彼
の
貨
幣
論
に
於
け
る
一
般
的
立
論
或
は
終
局
的

た
結
論
は
、
地
金
主
義
よ
り
は
寧
ろ
名
目
主
義
を
採
り
、
殊
に

貨
幣
圃
定
準
設
に
近
き
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
』
と
い
ふ
の
は
、

リ
カ
ア
ド
ウ
の
本
質
論
並
び
に
侭
値
論
が
、

は
共
に
貨
幣
峨
能
設
で
あ
る
、
と
す
る
理
解
に
基
づ
〈
。

一
般
的
終
局
的
に

一ー

『

向
ほ
貨
幣
数
量
設
と
生
産
費
設
又
は
需
要
供
給
誌
と
の
、
併

第
四
十
九
巻

七
八
八

第
五
競

四

用
叉
は
矛
盾
に
就
い
て
ミ
ル
は
、

リ
カ
ア
ド
ウ
以
後
に
於
け
る

所
担
問
「
通
貨
主
義
(
内
5
2
q
P
2
2
1
0
)
と
銀
行
主
義
(
回
目
E口
問

同

J
E
E
耳
)
と
の
論
争
」
に
基
づ
い
て
、
頗
る
悦
震
に
取
扱
ひ
『
貨

幣
も
亦
一
の
商
品
で
る
る
か
ら
、

そ
の
債
値
は
一
般
商
品

ω
債

値
と
同
ビ
〈
、

一
時
的
に
は
需
要
と
供
給
と
に
よ
っ
て
、
し
か

ー
仲
間
出
桜
的
か
つ
平
均
的
に
は
生
経
費
に
よ
っ
℃
、
決
定
噌
ら
れ

る
』
主
な
し
、
一
一
舷
の
解
決
宇
一
興
へ
て
ゐ
る
桜
で
あ
&
が
、
詳

細
に
之
を
吟
味
す
る
た
ら
ば
、
猶
ほ
完
全
な
解
決
を
輿
へ
た
と

は
い
ひ
得
泣
い
。

同
〈

『
他
の
商
品
の
債
依
が
、
そ
の
生
産
費
の
慶
動
、
と
合
致
す
る
に
は
、

そ
の
保
件
と
し
て
供
給
に
賀
際
の
揖
勘
あ
る
こ
と
を
必
要
』
せ
ず
、
唯

だ
潜
在
的
な
費
動
が
あ
れ
ば
足
り
る
。
し
か
も
貸
際
に
費
動
の
あ
っ
た

揚
合
で
も
、
そ
の
慶
勤
し
た
償
値
が
需
要
を
鑓
化

L
、
か
〈
て
此
の
倒

値
援
動
の
原
因
と

L
て
で
は
な
ぐ
結
果
と
し
て
、
供
給
の
帯
加
又
は
減

少
を
必
要
と
す
る
場
合
の
外
は
、
唯
だ
一
時
の
慶
勤
に
泡
ぎ
な
い
。
此

事
は
叉
装
飾
品
・
賞
揮
口
閉
止
し
て
見
た
墨
金
銀
に
就
い
て
も
正
し
い
が
、

し
か
し
貨
幣
に
就
い
て
は
虞
理
で
は
な
い
。
・
・
散
に
、
貴
金
属
の
生

産
費
の
費
動
は
、
恰
も
貨
幣
の
数
量
に
噌
加
又
は
減
少
の
あ
っ
た
場
合

に
於
い
て
、
貨
鮮
の
債
依
に
影
響
す
る
だ
け
で
あ
畠
。
然
る
に
此
事
は
、

そ
の
他
の
如
何
な
る
商
品
に
就
い
て
も
い
ひ
特
な
い
。
』
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右
の
如
〈
ミ
ル
に
於
け
る
貴
金
属
の
生
産
費
は
重
要
友
も
の

で
あ
る
が
、
間
接
的
友
安
凶
に
過
ぎ
や
、
唯
だ
貨
幣
数
量
の
増

減
を
通
じ
て
の
み
、
貨
幣
の
慣
値
比
影
響
す
る
も
の
た
る
に
止

ま
る
。
然
ら
ぽ
何
故
に
貨
幣
に
就
い
て
は
、
生
育
費
の
費
動
が

貨
幣
数
量
の
縫
動
を
通
じ
て
の
み
作
川
ナ
る
か
と
問
へ
ば
、
貨

幣
に
封
ず
る
需
要
は
無
限
で
る
か
と
い
ふ
以
外
に
、
解
答
が
得

ら
れ
友
い
。
か

L

る
設
川
が
我
々
の
論
間
的
要
求
を
、
十
分
に

満
足
せ
し
め
る
も
の
と
た
し
得
夜
い
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
で

'
hノ
R

J

ぇ・
J

。

ヨ
姐

P
L
v
d
一

同
級
の
併
川
と
矛
盾
は
、
多
分
に
ミ
ル
の
影
響
の
下
に
立
つ

ケ
ム
メ
ラ
ー
に
於
い
て
、
更
に
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
彼
自

身
は
数
量
説
の
主
張
者
で
あ
る
。

『
ζ

の
(
貨
幣
数
量
)
誌
の
総
べ
て
の
信
奉
者
が
主
張
ナ
畠
辛
う
に
、

貨
幣
に
封
ナ
る
需
要
は
、
そ
の
供
給
と
阿
ピ
〈
、
物
情
決
定
の
一
原
因

た
る
こ
と
は
正
に
良
質
で
あ
る
。

『
そ
れ
故
に
金
の
債
値
は
、
時
に
其
の
商
品
的
用
途
に
基
づ
き
、
時
に

其
の
貨
幣
的
用
途
に
基
づ
〈
。

『
庇
質
貨
幣
は
不
換
紙
融
市
と
同
様
に
濁
占
領
栴
の
熟
知
さ
れ
て
ゐ
る

原
理
に
閥
ナ
る
一
場
合
を
示
ナ
。
需
要
が
帯
大
し
て
ゐ
る
時
に
供
給
を

制
限
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
債
務
を
騰
貴
せ

L
品
得
る
で
あ
ら
う
。
そ
し

ザ
カ
ア

r
ウ
貨
幣
理
論
の
解
稗
に
就
い
て

て
債
格
の
騰
貴
は
需
要
の
帯
加
に
比
例
す
る
で
あ
ら
う
o』
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ら
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。
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